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10月号掲載の「大好き！ふくしま」の 脇さん、定年退職後に平田村に移住。震災前には白河に出向していたこと
から農業振興でもご活躍。シニアの活躍は元気を与えてくれますね。（60代 郡山市）

広報ガイド

※番組は一部、放送曜日・
　時間が変更となることが
　あります。

テレビ ラジオ
FTV KFB rfc

ふくしまFM

FCT TUF

キビタンGO！ チャレンジふくしまナビ ふくしま
チャレンジ通信

キビタンスマイル
～ひとつ、ひとつ、
　　　実現する ふくしま～

ゴジてれ×Sun！
「ふくしま未来通信」

ウィークリー
県政ニュース

サタふく
「ふくしま調査隊」

ウィークリー
県政トピックス

毎週水曜

20:54～
20:58

16:25～
17:25内

毎週土曜

18:55～
19:00

毎週土曜

17:55～
18:00

月1回程度
土曜

2ヵ月に
1回程度
日曜

12:00～
14:00内

19:56～
20:00

毎月最終
火曜

12:30～
12:45

毎週月曜
～金曜

17:30～
17:35

（再放送）毎週日曜　24:50～24:55

（再放送）毎週土曜　13:26～13:30

広報誌のバックナンバーや番組
の詳細などをご覧いただけます。

  福島県　広報ガイド  検索

県の情報を
テレビやラジオで
チェック！ 毎週金曜

！

地域おこ
し協力隊によるわがまち自慢

写真で魅せる「浪江町の今」
福島復興の一助になれたら

浪江町

今回は

内陸育ちの吉野さんにとって、海が身近な浪江町は新鮮だといいます。
「浪江町の海は浜風が気持ちよく、海から昇る朝日が美しい」と感じるのだそう。

浪江町
地域おこし協力隊

吉
よ し

野
の

 碧
あおい

さん
（須賀川市出身）

　大学で地域づくりを学び、卒業後は一般企業に勤めていたという
吉野さん。仕事で大熊町に行くことがあり、被災地を目の当たりにし
て初めて、震災を自分事として考えられるようになったといいます。
それを機に、福島の復興に少しでも携われたらと浪江町に移住しまし
た。「浪江町は水素の研究施設ができたり、国の研究施設の立地が
決まるなど、新しいことに次々と挑戦している町」と話す吉野さん。
　現在はSNSでの情報発信と、写真展の企画や観光マップの制作を
手がけています。カメラ好きな吉野さんの発案で実施した町民参加
型の写真展「nami photo」では、写真を通して浪江町の新たな一面
を感じることができたといいます。今後は現在の業務を進めながら、
帰還した町民と移住者が交流できるような場をつくっていきたいと穏
やかな表情で話される姿が印象的でした。

SNSも

ぜひのぞ
いてみて

ください
♪

「nami photo」は
浪江町だけでなく
都内や福岡県で
も開催しました。


